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春か ら夏にかけて花を咲かせ る植物 の場合,種 子は秋に芽を出 さず,年 を越 した春に発芽す
る。 般 に,実 った当初の種 子は発芽に適当な条件を与え られて も発芽 しない,「休眠」を持 つ。
種子の休眠は,冬 を越 すなどの環境条件 の変化や時間の経過を経験す ると解除 され る。
ところで,種 子は芽生 えの初期生長に必 要な栄養分を貯蔵す る貯蔵器官 としての役割 を持 つた
め,人 類にとっては保存性 の良い,大 変重要な食糧であ り,家畜の飼料であ る。野生植物の種f・
が思わぬ時期に発芽 して しまうと,そ の個体 に とっては死を,種 に とっては絶 滅の危 機を招 く
が,作 物(特 に穀類)の 場合は.そ の品質に 重大な ダメージが及ぶ ことにな る。
では,種 子は どのよ うな仕組み で休眠 を獲得 し,ま た,ど の ように して発芽すべ き時期を関知
してい るのであろ うか。植物Il学研究室 では,遺 伝子丁学的手法を活用す ることに よ り,tWf・の
休眠 と発芽 の仕組み を明らかにす ることを大 きな テーマ と して,以 下の よ うな研究 を行 ってい
る。
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〈コムギ種子の休眠に関わる遺伝 子の機能解析〉
収穫 前の降 雨な どの気象条件 に よ り,穀 類 の種子が穂に付いた ま ま発芽 して しま うこ とがあ
る。 これを穂発芽 と呼 んでい る。穂発芽 した コムギの種子 では,胚 乳のデ ンプ ンや タ ンパク質を
分解す る酵 素が合成 され る。 このよ うな加水分解酵 素は,パ ンや うどんなど,小 麦粉製品の品質
を著 しく低下 させて しまう。穂発芽の主要 な原因は,種 子の休眠性が遺伝的に低い,あ るいは,
降雨時の低温 と水分に より休眠が打破 され ることにあ る。
これ までの研究か ら,休 眠を持つ コムギ種子でのみ蓄積す るタンパ ク質,PEの 遺伝 子を クロ
ーン化す ることに成功 した。PEは,こ れ まで報告 され ていない,新 規の遺伝子である。 この遺
伝 子が植物の生長や種子の休眠 とどのよ うに関 わるか を調べ るため,PEを 過 剰に発現,ま たは
発現 させ ない工夫 を した形 質転換 植物を作成 し,現 在その解析を行 っている。 また,種 子におけ
る組織内,細 胞内の発現場所を,insituhybridizationや蛍 光を発す るタ ンパ ク質 との融合 タ ン
パ ク質を利用す ることに よ り解析 している。
〈休眠打破に関わ る,低 温誘導性遺伝子 の単離〉
コムギ種子の 休眠は ,実 験室に おいて15℃以下 の低温 で吸水する と打破 され る。 これ は,穂
発芽の際に起 こっている現象のモデルとなる。そ こで,休 眠打破に働 く遺伝子 を単離 解析する
ため,低 温に よる休眠打破 処理で発現が変化す る遺伝子をデ ィファレソシャル ・デ ィスプ レイ法
を用いて クロー ン化 してい る。 一万,低 温で休眠が打破 されるとき,ア ブシジ ソ酸に対す る種子
の感受性 が低下 し,ジ ベ レリンに対する感受性は高 まると報告 されている。 この研究か ら,植 物
ホルモ ンの作用に関わる遺伝子 も単離で きるもの と期待 している。
〈TDNAタ ギ ング法を用 いた休眠 ・発芽関連遺伝子の単離 と機能解析〉
種子の発芽,花 芽形成,老 化 といった植物の生長は,植 物 ホルモ ンなどの生長調節物質に よっ
て制御を受け る。種 子の休眠には アブシジソ酸が,発 芽には ンベ レリソが重要な働 きを持つとiて
われてい る。 一方,光,温 度,水 分な どの環境条件は,ス トレスとして植物 に影響を与え るだけ
でな く,植 物の生長 ・分化の シグナル ともな っている。環境か らの刺激は,植 物 ホルモ ソを介 し
て細胞 に伝 え られ ることもあ る。種 子の休眠は,低 温や 高温,光,傷 などによって打破 され る
が,こ の とき活性型 のジベ レリンが 合成 された り,ホ ルモ ンに対す る感受性が変化 した りするこ
とが明 らかにな って きた。
植物 の生長 と植物 ホルモ ン,環 境因 子の関わ りを解析 し,種 子の休眠 と発芽の しくみを理解す
ることを 目的に して,休 眠や発芽に異常 を持つ変異体を選抜 している。選抜には,環 境 因 子と し
て温度 と浸透圧,植 物 ホル モ ンと してア ブシジ ン酸を利用 し,正 常な種子 の発芽 は阻害 しない程
度 の,穏 やかな条件で発芽が抑制 され る変異体,ま た逆 に,野 生型種子の発芽を完全に阻害 して
しまう条件 で も発芽する突然変異体を選抜 している。 ここでは,分 子遺伝学的解析お よび形質転
換 が容易な植物であ る,シ ロイ ヌナズナを材料 としている。変異源 として,変 異 の原因 となった
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遺伝 子を クロー ソ化す る ときの 目印 とな る,ア グロパ クテ リウムのTDNAを2種 類用 いてい
る。一つは・通常のT-DNAで あ り,原 理的 には遺伝 子の機能 が失 われ た変 異体 を得 ることが
で きる。 も う…つは,内 部に遺伝子の発現 を高め るエ ンハ ンサ 一ーを挿 人 したTDNAで あ り,
原理的 には遺伝子の機能が高 まった変異体を得 ることがで きる。 この研究は,横 浜市立大学,お
よび,フ ランス国立農業研究所(INRA,Versailles)と協力 して行 っている。
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